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第
二
話
　
穂
高
と
水
と
仏
教
の
心

安
曇
野
は
私
の
故
郷
で
す
。
私
は
あ
る
小
さ
い
お
寺
に
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
音
を
思
い
出
し
つ
つ

『穂
高
と
水
と
仏
教
の
心
』

と
題
し
て
、
安
曇
野
の
自
然
と
人
の
気
質
、
安
曇
野
の
家
屋
構
造
と
排

水
処
理
、
安
曇
野
の
人
の
心
と
仏
教
の
心
に
つ
い
て
お
話
致
し
ま
す
。

安
曇

野

の
自
然

と
人

の
気
質

長
野
県
特
に
安
曇
平
は
、
春
夏
秋
冬
、
四
季
の
順
行
が
極
め
て
は
っ

き
り
と
し
て
い
ま
し
て
、
内
陸
的
気
候
か
ら
朝
夕
の
寒
暖
の
差
は
大
変

な
も
の
で
す
。
安
曇
野
は
、
松
本
を
始
点
に
大
町
あ
た
り
ま
で
延
長
約

四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
。
こ
の
辺
り

一
帯
が
安
曇
野
と
呼
ば
れ
る
地
域

で
す
。
雪
は
比
較
的
少
な
い
の
で
す
が
、
真
冬
は
零
下
二
十
度
位
に
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
大
変
寒
い
所
で
す
。
こ
う
し
た
自
然
環
境
は
人
間

を
勤
勉
に
し
、
頭
脳
を
明
晰
に
す
る
よ
う
で
す
。
四
囲
に
は
白
雪
を
い

た
だ
く
峻
嶺
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
景
観
は
人
々
を
瞑
想
的
に

し
思
索
的
に
し
、
何
か
を
求
め
て
や
ま
ぬ
理
想
家
肌
に
し
た
と
思
い
ま

藤
森
正
法

す
。
ま
た
盆
地
や
山
谷
に
よ
っ
て
わ
か
た
れ
た
地
勢
は
、
歴
史
的
条
件

と
あ
い
ま
っ
て
、
人
々
を
誇
ら
し
い
気
分
に
さ
せ
ま
し
た
。
以
上
が
県

歌

『信
濃
の
国
』
に

『古
来
山
河
の
秀
で
た
る
国
は
偉
人
の
あ
る
習
い
」

と
謳
わ
れ
た
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
長
野
県
人
が
集
ま
り
ま
す
と
、
こ

の
歌
を
十
番
位
ま
で
唱
い
ま
す
。
こ
う
し
た
信
州
人
気
質
、
県
民
性
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
清
濁
合
わ
せ
飲
む
包
容
力
を
必
要
と
す
る
よ
う
な

政
治
家
、
軍
人
、
実
業
家
に
は
向
か
な
い
よ
う
で
す
。
む
し
ろ
、
そ
の

個
性
、
理
論
的
知
性
、
批
判
精
神
、
感
受
性
や
創
造
性
、
あ
る
い
は
理

想
追
求
や
使
命
感
等
は
、
学
者
、
教
育
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
宗
教

家
、
そ
し
て
芸
術
家
に
向
く
よ
う
で
す
。
山
川
出
版
の
長
野
県
の
歴
史

に
も

「中
世
に
著
名
な
禅
僧
を
輩
出
し
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、

近
代
以
降
特
に
そ
の
感
が
あ
り
、
各
界
第

一
線
の
人
材
は
豊
富
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
統
率
者
の
器
量
の
者
が
い
な
い
の
は
、
我
々
と
し
て
は
峻

峰
そ
び
え
連
な
る
信
州
の
山
容
の
如
し
。

」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私
も

同
じ
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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安
曇

野

の
家

屋
構
造

と
排
水
処

理

安
曇
野

一
帯
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
雪
解
け
水
を
用
水
に
引
き
、
山
の

流
出
土
砂
で
出
来
た
扇
状
地
に
成
り
立
つ
水
田
地
帯
で
す
。
中
房
川
よ

り
引
き
込
ま
れ
た
用
水
は
、
村
の
斜
面
を
音
を
立
て
て
流
れ
下
っ
て
い

ま
す
。
村
人
達
は
、
こ
の
水
を
水
稲
に
配
水
し
、
飲
用
に
も
供
し
て
い

た
た
め
、
汚
さ
ず
大
事
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

曽
根
原
家
は
、
土日
の
庄
屋
で
、
こ
の
安
曇
野
に
三
百
数
十
年
の
歴
史

を
持
つ
旧
家
で
す
。
こ
こ
の
屋
敷
は
昭
和
四
十
八
年
に
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
入
り
本
棟
造
り
系
統
の
民
家
で
、
県
下
最

古
の
も
の
の
一
つ
で
す
。
当
時
の
民
家
は
藁
屋
根
が
ほ
と
ん
ど
で
、
棟

を
高
く
上
げ
ら
れ
ず
、
細
長
い
形
状
で
し
た
。
ま
た
、
内
部
は
座
敷
が

な
く
、
土
間
と
板
の
間
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
曽
根
原
家
は
本
棟
造
り
で

大
変
大
き
い
家
屋
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
間
取
り
の
平
面
図
は
図
―

一

の
通
り
で
す
。
私
が
曽
根
原
家
当
代
の
当
主
に
下
水
と
風
呂
の
位
置
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
答
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

「正
確
に
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
馬
屋
に
瓶
が
有

り
、
東
側
の
外
か
ら
用
が
足
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。
上
座
敷
に
客
が
あ
る
時
は
、　
一
時
的
に
上
便
所
、
上
風
呂

を
置
き
ま
し
た
。
台
所
は
、
恐
ら
く
土
間
の
西
北
の
隅
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
西
二
十
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
所
に
池
が
あ
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
多
分
台
所
は
西
北
隅
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
台
所
の
排
水
は
、

西
の
外
側
の
吸
い
込
み
穴
に
吸
わ
せ
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
は
砂
利
層
で

吸
い
込
み
は
容
易
で
し
た
。」

飲
み
水
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
答
え
で
し
た
。

「ア
ル
プ
ス
の
雪
解
け
水
を
中
房
川
か
ら
用
水
路
を
通
し
て
引
き
、

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
自
宅
敷
地
内
の
池
に
導
水
し
ま
し
た
。
そ
の
池
か
ら

台
所
の
外
の
瓶
に
汲
み
込
ん
で
使
い
ま
し
た
。
ド
ラ
ム
缶
八
分
目
位
で
、

大
家
族

一
日
分
で
し
た
。
風
呂
水
も
こ
の
池
か
ら
運
び
ま
し
た
。

池
は
降
雨
時
の
濁
り
の
沈
澱
に
効
果
的
だ
し
、
流
れ
て
い
る
所
か
ら

0[ユ 面日

,一 ―″

図-1 曽根原家の間取り平面図
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汲
む
よ
り
も
作
業
が
簡
単
だ
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十

年
代
に
チ
フ
ス
が
発
生
し
た
時
は
、
上
流
で
用
水
路
を
止
め
て
、
池
の

入
り
口
を
閉
め
、
石
灰
を
ま
き
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
ま
で
こ
う
し
て

池
の
水
を
飲
用
に
も
使
っ
て
い
ま
し
た
。」

こ
の
付
近
は
穂
高
の
扇
状
地
で
、
地
下
水
は
十
五
か
ら
二
十
メ
ー
ト

ル
掘
ら
な
い
と
出
て
来
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
丼
戸
の
使
用
は
難
し
く
、

流
水
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
下
流

の
山
葵
日
の
あ
る
辺
り
は
、
扇
状
地
の
先
端
な
の
で
、　
一
、
ニ
メ
ー
ト

ル
も
掘
れ
ば
水
が
出
て
来
ま
す
。
そ
の
付
近
で
は
井
戸
水
を
飲
用
に

使
っ
て
い
ま
し
た
。

曽
根
原
家
の
当
主
は
、
昭
和
三
十
年
ま
で
は
用
水
の
水
は
綺
麗
で
、

飲
め
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
水
を
守
る
様
々
な
工
夫
や
習

慣
が
あ
っ
て
、
村
人
が
か
た
く
な
に
守
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
例
え
ば

米
の
研
ぎ
汁
や
野
菜
層
等
は
た
め
て
、
屋
敷
内
の
菜
園
に
入
れ
て
い
た

し
、
糞
尿
や
馬
の
踏
み
藁
等
は
畑
の
重
要
な
肥
料
と
し
て
、　
一
切
捨
て

る
事
を
禁
し
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
昭
和
三
十
年
か
ら
三
十

一
年
に
か
け
て
、
村
に
水
道
が
引
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
水
は
大

量
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
排
水
は
吸
い
込
み
穴
を
温
れ
て
用
水
に

流
入
し
始
め
ま
し
た
。

住
民
は
、
最
初
気
が
付
か
ず
、
む
し
ろ
文
化
生
活
に
拍
手
を
送
つ
た

わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
昭
和
四
十
五
年
頃
か
ら
稲
の
倒
状
や
収
量
低
下

に
見
舞
わ
れ
、
下
流
で
は
山
葵
の
炭
入
れ
病
の
発
生
、
虹
縛
の
死
亡
事

件
等
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
村
人
は
原
因
究
明
に

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
曽
根
原
家
が
あ
る
辺
り
は
有
明
村
と
言
い
ま
し

た
が
、
昭
和
三
十
三
年
に
四
町
村
が
合
併
し
て
穂
高
町
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
、
八
年
の
町
の
人
口
は

一
万
九
千
八
百
人
、
年
間
予
算
は

十
九
億
円
弱
で
し
た
。
調
査
の
結
果
、
原
因
は
用
水
の
汚
濁
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
住
民
が
騒
ぎ
出
し
た
の
で
、
役
場
も
調

査
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
二
百
五
、
六
十
回
に
も
及
ぶ
集
会
の
末
に
、

町
民
が

一
致
し
て
決
め
た
こ
と
は
、
全
戸
に
穂
高
式
ミ
ニ
下
水
道
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。
昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
九
年
ま
で
九
年
の
歳

月
を
か
け
て
、
十
九
億
円
も
の
費
用
が
投
入
さ
れ
、
ミ
ニ
下
水
道
百
パ
ー

セ
ン
ト
普
及
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
ベ
ー
ス
で
流

入
水
質
百
ｐ
ｐ
ｍ
を
三
十
五
か
ら
四
十
ｐ
ｐ
ｍ
に
、
Ｓ
Ｓ
ベ
ー
ス
で
七

十
か
ら
八
十
ｐ
ｐ
ｍ
を
十
五
か
ら
二
十
ｐ
ｐ
ｍ
に
落
と
す
こ
と
が
出
来

ま
す
。
構
造
は
、
図
―
二
に
示
す
よ
う
な
も
の
で
、
大
変
簡
単
な
浄
化

槽
で
す
。
こ
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
結
果
、
稲
の
収
量
も
徐
々

に
昔
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
以
上
は
、　
一
九
八
九
年

一
月
に
聞

き
取
っ
た
結
果
で
す
。
穂
高
町
の
昭
和
六
十
三
年
の
人
口
は
二
万
六
千

人
、
年
間
予
算
は
五
十
億
円
強
で
、
十
五
年
あ
ま
り
の
間
に
人
口
、
予

算
規
模
共
に
随
分
拡
大
し
て
い
ま
す
。

と
も
か
く
家
庭
雑
排
水
、
風
呂
の
排
水
を
先
程
の
施
設
に
通
す
わ
け

で
す
。
尿
尿
は
汲
み
取
り
で
別
に
処
理
し
ま
す
。

島
田
さ
ん
と
い
う
方
が
役
場
の
ミ
ニ
下
水
道
の
推
進
者
で
し
た
。
彼

い́:',r
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は
、
後
に
戸
別
浄
化
槽
か
ら
出
る
汚
泥
の
処
理
を
行
う
穂
高
町
生
活
排

水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
場
長
を
勤
め
ま
し
た
。
現
在
は
保
健
衛
生
課
長
で

す
。
島
田
さ
ん
は
、
ミ
ニ
下
水
道
の
推
進
当
時
を
振
り
返
っ
て
、
住
民

の
方
々
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ん
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

０
　
住
民
は
、
ギ
リ
ギ
リ
の
所
ま
で
来
れ
ば
、
自
ず
か
ら
立
ち
上
が

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

０
　
立
ち
上
が
っ
た
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
物
凄
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

０
　
住
民
自
ら
も
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

負
担
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

０
　
穂
高
式
下
水
道
は
各
戸
五
万
円
の
負
担
。

０
　
浄
化
槽
負
担
金
各
戸
二
～
二
万
五
千
円

（内
町
補
助
七
千
円
）

０
　
維
持
管
理
費

（汚
泥
引
き
抜
き
、
木
炭
袋
洗
浄
等
）
毎
月
各
戸

八
百
円

し
か
し
、
穂
高
町
に
も
水
洗
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
屎
尿
浄
化
槽
が

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
毎
年
二
百
基
か
ら
三
百
基
だ
そ
う
で
、
既
に
全

部
で
千
五
百
基
に
な
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
後
は
、
農
村
集
落
下
水

道
、
小
規
模
下
水
道
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
を
導
入
し
、
本
格

的
な
下
水
道
を
設
置
す
る
方
向
で
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
静
か
な
安
曇
野
の
た
た
ず
ま
い
の
中
に
も
近
代
化
の
波
は
押

し
寄
せ
、
水
を
汚
す
ま
い
と
す
る
工
夫
が
消
え
、
都
会
並
み
の
下
水
道

に
切
り
換
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

安
曇

野

の
人

の
心
と
仏
教
．の
心

さ
て
、
次
に
い
ろ
い
ろ
な
文
献
を
引
き
つ
つ
、
安
曇
野
の
人
の
心
に

埋
め
込
ま
れ
て
い
る
仏
教
の
心
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

『仏
教
』
に
つ
い
て
広
辞
苑
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「世
界
的
大
宗
教
の
一
つ
、
前
五
世
紀
初
め
に
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
河

中
流
地
方
に
興
っ
た
。
仏
陀
釈
迦
牟
尼
の
説
法
に
基
づ
き
、
人
間
の
苦

悩
解
決
の
道
を
教
え
る
。
修
業
に
専
心
す
る
出
家
教
団
の
他
に
、
在
家

信
者
達
も
多
か
っ
た
。
阿
育
王
の
入
信
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
全
土
か
ら

国
外

へ
も
広
が
り
、　
一
世
紀
頃
か
ら
東
ア
ジ
ア
諸
方
に
及
ん
で
現
在
に

至
り
、
最
近
で
は
欧
米
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。
既
に
、
イ
ン
ド
に
於
て

大
乗
、
小
乗
の
区
分
が
生
し
た
が
、
中
国
や
日
本
で
は
風
土
的
特
色
を

生
か
し
た
種
々
の
宗
派
が
発
生
し
た
。」

次
に
安
曇
野
に
沢
山
あ
る

『道
祖
神
』
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
「道
路
の
悪
霊
を
防
い
で
行
人
を
守
護
す
る
神
。
日
本
で
は
「さ

い
の
神
」、
「さ
え
の
神
」
と
習
合
さ
れ
て
き
た
。
く
な
ど
の
神

（久
那

斗
神
、
岐
神
）、
た
む
け
の
神

（手
向
神
）』

ま
た
、
「善
光
寺
信
仰
』
に
関
し
て
は

「長
野
県
に
は
、
安
曇
野
と
少

し
か
け
離
れ
る
が
、
中
世
全
国
に
普
及
し
た
善
光
寺
信
仰
が
あ
る
。
善

光
寺
は
本
来
無
宗
派
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
の
本
領
は
加
持
祈
薦
に
よ
る

現
世
利
益
を
求
め
る
の
で
な
く
、
阿
弥
陀
如
来
の
衆
生
救
済
度
の
誓
願

に
あ
ず
か
っ
て
、
極
楽
往
生
出
来
る
と
後
生
の
安
心
を
求
め
る
と
こ
ろ

I  ・ .・ ,I´
 ~R,`・ `・
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に
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
極
楽
往
生
の
た
め
に
、
念
仏
と
い
う
他
力
本
願

の
易
行
を
説
い
た
。
鎌
倉
新
興
仏
教
の
念
仏
諸
宗
派
と
通
ず
る
も
の
が

あ
っ
た
。
善
光
寺
普
及
に
あ
づ
か
っ
て
最
も
力
の
あ
っ
た
の
は
、
踊
曜

歓
喜
の
念
仏
踊
り
で
知
ら
れ
る
時
宗
の
徒

一
遍
上
人
で
あ
る
。」

さ
ら
に
中
世
、
信
州
か
ら
輩
出
し
た
禅
僧
は
次
の
通
り
で
す
。

法
澄
国
師
　
心
地
覚
心

（
一
二
〇
六
～
九
八
）

大
明
国
師
　
無
関
普
門

（
一
二

一
三
～
九

一
）

南
院
国
師
　
規
奄
祖
円

（
一
二
六

一
～
一
三

一
三
）

関
山
国
師
　
関
山
慧
玄

（
一
二
七
七
～

一
三
六
〇
）

此
山
妙
在
　
　
　
　
　
（
一
二
五
九
～

一
三
七
七
）

性
海
霊
見
　
　
　
　
　
（
〓
二
一
五
～
九
六
）

伯
元
清
禅
　
　
　
　
　
（
一
三
六
八
～

一
四
三
八
）

天
与
清
啓
、
古
雲
智
云

（
一
四
三
八
～
八
八
）

玉
陰
英
興
　
　
　
　
　
（
一
四
三

一
～

一
五
二
四
）

仁
如
集
尭
　
　
　
　
　
（
一
四
人
三
～
一
五
七
四
）

法
澄
国
師
は
安
曇
野
か
ら
出
た
人
で
す
。
そ
れ
以
外
に
木
曽
や
伊
那

の
よ
う
な
谷
筋
か
ら
も
輩
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
人
材
を
生
ん
だ
理

由
を
、
本
人
の
素
質
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
信
州
の
風
土
に
求
め
て
い
る

所
に
私
は
興
味
を
覚
え
ま
す
。

さ
て
、
明
治
以
降
の
著
作
の
中
か
ら
幾
つ
か
安
昼
〓野
の
人
々
の
心
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

最
初
は
、
東
洋
の
ロ
ダ
ン
と
言
わ
れ
た
萩
原
守
衛
。
彼
は
号
を
縁
山

と
言
い
ま
す
が
、
三
十
二
歳
で
短
い
生
涯
を
開
じ
た
薄
幸
の
彫
刻
家
で

す
。
信
州
大
学
の
仁
科
惇
先
生
が
こ
の
人
の
生
涯
を

『様
山

。
三
十
二

歳
の
生
涯
」
と
い
う
本
に
書

い
て
い
ま
す
。
そ
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
り
ま
す
。

「
山
紫
水
明
の
地
と
い
う
。
萩
原
守
衛
の
生
地
穂
高
は
、
ま
さ
に
安

曇
野
の
た
だ
中
に
あ

っ
て
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。
西
に
は
常
念
岳

を
中
心
に
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
連
な
り
、
そ
の
狭
問
か
ら
流
れ
下

る
水
は
、
錯
綜
し
て
こ
の
あ
た
り
で
信
濃
川
上
流
の
犀
川
と
な
る
。　
一

部
の
水
は
、
北
ア
ル
プ
ス
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
を
く
ぐ
り
ぬ

け
、
東
の
扇
端
部
に
湧
き
だ
し
、
ゆ
っ
た
り
し
た
清
浄
な
流
れ
と
な
る
。

生
家
の
東
を
北
に
流
れ
る
万
水
川
の
名
称
は
、
そ
の
由
縁
を
よ
く
語
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
自
然
は
人
と
と
も
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
を

も
ち
、
価
値
と
な
る
。
自
然
の
中
に
何
を
見
出
す
か
、
そ
れ
を
生
か
す

も
殺
す
も
人
間
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

」

自
井
吉
見
の

『安
曇
野
』
の
次
の

一
節
も
興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。

『松
本
か
ら
の
乗
合
馬
車
を
三
枚
橋
で
お
り
て
、
糸
魚
川
街
道
の
家
並

を
東
に
ぬ
け
る
、
広
い
田
ん
ぼ
の
向
こ
う
に
自
壁
の
ま
し
っ
た
矢
原
耕

地
が

一
日
で
見
え
る
。
矢
原
の
左
が
白
金
、
更
に
等
々
力
と
つ
ら
な
っ

て
、
安
曇
野
で
は

一
段
と
低
い
地
域
で
あ
る
。
上
高
地
か
ら
発
す
る
梓

川
は
、
こ
の
東
方
で
高
瀬
川
を
合
わ
せ
犀
川
と
な
っ
て
北
流
す
る
。
穂

高
の
村
を
流
れ
る
二
つ
の
川
即
ち
万
水
川
と
穂
高
川
は
こ
こ
で
高
瀬
川

に
合
流
す
る
。
安
曇
野
の
川
と
い
う
川
、
水
と
い
う
水
が
こ
と
ご
と
く
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こ
の
地
域
に
集
ま
っ
て
く
る
。
地
下
に
か
く
れ
た
山
の
清
水
も
、
こ
こ

で
地
上
に
姿
を
見
せ
、
山
葵
畑
に
そ
そ
い
で
、
豊
に
流
れ
る
。

守
衛
の
家
は
、
矢
原
耕
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
。
村
で
は
中
位
の
自

作
兼
小
地
主
で
、
藁
ぶ
き
の
母
屋
の
ほ
か
に
土
蔵
が

一
つ
。
西
の
表
口

か
ら
裏
ま
で
土
間
が
貫
い
て
い
て
、
入
日
の
脇
が
既
に
な
っ
て
い
る
。

養
蚕
期
に
は
広
い
お
え
か
ら
上
り
は
な
の
土
間
ま
で
蚕
の
飼
い
場
に

な
っ
た
。
表
庭
に
面
し
た
一
間
幅
も
土
間
で
、
収
穫
ど
き
に
は
稲
を
積

み
こ
ん
で
お
き
、
暗
く
な
る
と
こ
こ
で
稲
こ
き
を
す
る
な
ら
わ
し
に

な
っ
て
い
る

」。

『安
曇
野
』
の
作
家
臼
井
も
様
山
と
同
じ
様
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
安
曇
野
は
穂
高
川
や
犀
川
、
梓
川
が
集
ま
つ
て

い
る
地
域
で
す
か
ら
、
特
に
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
。
安
曇
野
、
特
に
そ

の
中
心
で
あ
る
穂
高
は
、
水
が
豊
富
で
あ
る
と
同
時
に
、
ど
の
流
れ
も

濁
り
を
知
ら
ぬ
清
流
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
清
流
は
、
ど
こ
か
ら
湧
い

て
ど
こ
へ
去
る
の
か
、
方
丈
記
で
読
む
ま
で
も
な
く
、
人
間
の
生
死
、

人
間
の
苦
悩
、
人
生
観
を
深
く
考
え
さ
せ
る
水
で
す
。　
一
方
、
潜
々
と

流
れ
く
る
清
流
を
し
っ
と
見
詰
め
て
い
る
と
、
人
間
の
希
望
、
光
明
、

平
和
の
源
泉
、
自
然
界
の
神
秘
を
感
し
、
「神
い
ま
す
」
と
悟
ら
し
め
た

と
私
は
思
う
の
で
す
。

自
井
は
、
豫
山
に
「愛
は
芸
術
な
り
、
芸
術
は
苦
闘
な
り
」
（ラ
ブ
・

イ
ズ

・
ア
ー
ト
、
ア
ー
ト

・
イ
ズ

・
ス
ト
ラ
グ
ル
）
と
言
わ
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
に
も
穂
高
の
川
と
山
々
を
背
景
と
し
た
宗
教
心
を
感
じ
ま

す
。様

山
は
、
自
然
、
人
格
、
信
仰
と
い
つ
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
人
間

存
在
の
根
源
に
か
か
ゎ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
総
体
を

『プ
リ
ミ
テ
ィ

ブ
な
も
の
」
と
称
し
て
い
ま
す
。
様
山
は
、
安
曇
野
の
生
ん
だ
芸
術
家

で
あ
り
ま
す
が
、
仏
教
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
作
品
は

安
曇
野
の
人
々
の
精
神
が
支
柱
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

こ
の
意
味
で
彼
が

「プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
を
も
の
」
と
感
し
た
総
体
が
作
品

に
反
映
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

水
や
自
然
は
、
仏
教
の
嫌
う
事
象
の
対
立
的
捕
捉
、　
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、

差
別
に
は
無
頓
着
で
、
自
我
や
も
の
が
空
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
唯
識

の
中
に
こ
そ
人
の
生
き
る
道
を
悟
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
唯
識
と
は
、

全
て
の
存
在
、
事
象
は
、
心
の
本
体
で
あ
る

「識
」
の
働
き
に
よ
っ
て

仮
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
即
ち
、
自
然
贅
美
は
、

涅
槃
の
境
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
私
は
、
自
然

賛
美
が
即
ち
仏
教
の
心
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

宗
教
評
論
家
の
ひ
ろ
。さ
ち
や
氏
は
、
「物
事
を
差
別
と
し
て
と
ら
え

る
。
そ
の
差
別
の
心
を
不
可
と
し
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
岡
信
氏
は
、
『折
々
の
う
た
』
の
中
で
、
「世
の
中
は
み
な
ほ
と

け
な
り
お
し
な
べ
て
い
づ
れ
の
物
と
わ
く
ぞ
は
か
な
き
』
（花
山
院
）
と

い
う
歌
を
紹
介
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。
「
こ
の
世
は
、

そ
の
ま
ま
真
如
の
仏
の
世
界
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
人
は
み
な
、
こ
れ

は
こ
れ
、
あ
れ
は
あ
れ
と
差
別
に
執
着
す
る
。
は
か
な
い
事
よ
。
』
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北
川
　
藤
森
さ
ん
の
郷
土
愛
を
強
く
感
し
ま
し
た
。
お
話
の
中
に

『水

を
汚
す
ま
い
と
す
る
工
夫
が
消
え
、
都
会
並
の
下
水
道
に
切
り
換
え
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
現
行
下

水
道
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
評
価
が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

住
民
が
英
知
を
働
か
せ
て
、
対
策
を
立
て
た
の
だ
か
ら
、
本
来
な
ら
そ

れ
を
更
に
発
展
さ
せ
て
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
出
し
て
行
く
べ
き

だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
点
、
私
は
論
旨
が

一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
仏
教
は
差
別
を
嫌
っ
た
の
か
ど
う
か
疑
間
が

あ
り
ま
す
。
差
別
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
あ

っ
た
よ
う

に
思
う
の
で
す
が
。

藤
森
　
私
は
、
多
分
釈
迦
の
教
え
と
し
て
差
別
を
嫌

っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ひ
ろ

・
さ
ち
や
氏
は
、
中
道
が
仏
教
の
教
え
だ
と
言
っ

て
い
ま
す
。

私
は
安
曇
野
を
離
れ
て
久
し
い
の
で
、
忘
れ
た
部
分
も
多

い
の
で
す

が
、
昭
和
三
十
四
年
頃
ま
で
は
居
り
ま
し
た
。
当
時
は
学
校
の
帰
り
な

ど
、
直
接
川
か
ら
水
を
飲
ん
だ
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
曽
根
原
さ
ん

の
話
に
も
あ
る
よ
う
に
、
水
道
が
出
来
て
豊
富
に
水
を
使
う
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
川
は
汚
れ
て
き
ま
し
た
。
便
利
さ
を
追
い
掛
け
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
ね
。
水
洗
化
が
増
え
て
い
る
の
も
都
会
の
波
で
す
。
私

も
都
会
に
馴
染
ん
で
、
汲
み
取
り
便
所
を
嫌
だ
と
思
う
気
持
ち
が
ど
こ

か
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
さ
を
あ
ま
り
追
い
掛
け
る
の
も
ど
ん

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
島
田
さ
ん
は
、
や
は
り
三
つ
の
方
式
の
下
水
道

を
や
ら
な
い
と
い
け
な
く
な
り
そ
う
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
現
実
的
に

浄
化
槽
が
増
え
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
現
実
に
立
て
ば
、
仕
方

無
い
と
い
う
の
が
素
直
な
気
持
ち
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
私
は
、
島
田
さ

ん
の
本
当
の
気
持
ち
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、　
一
方
で
島
田
さ
ん
の
言

わ
れ
る
こ
と
も
分
か
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
北
川
さ
ん
の
言
わ
れ
る
通
り

だ
と
思
い
ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
と
言
っ
て
し
ま
う
べ
き
な
の
か
、
釈

然
と
し
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。

稲
場
　
穂
高
式
ミ
ニ
下
水
道
が
通
常
の
下
水
道
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

藤
森
　
穂
高
町
七
千
五
百
戸
の
内
、
現
在
専
業
農
家
は
三
割
も
な
い
の

で
す
。
し
か
も
年
々
減
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
う
な
る
と
屎
尿
処
分

は
、
汲
み
取
り
か
屎
尿
浄
化
槽
に
頼
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ

が
大
き
な
理
由
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
生
活
雑
排
水

戸
別
沈
澱
槽
の
維
持
管
理
の
経
費
と
手
間
が
馬
鹿
に
な
ら
な
い
と
い
う

点
で
す
。
そ
こ
で
結
局
、
公
共
下
水
道
が
有
利
だ
と
い
う
結
論
に
な
っ

た
よ
う
で
す
ね
。
し
か
し
、
ミ
ニ
下
水
道
が
失
敗
だ
っ
た
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
雑
排
水
処
理
は
そ
れ
な
り
に
有
効
だ
っ
た
ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
何
し
ろ
屎
尿
浄
化
槽
が
増
え
て
、
問
題
が
出
て
き
た

わ
け
で
す
。
だ
か
ら
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

石
丸
　
私
は
、
お
話
か
ら
仏
教
よ
り
神
道
の
世
界
と
の
関
連
を
よ
り
強

0
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第 2話 穂高と水と仏教の心-35
く
感
し
ま
し
た
。
安
曇
と
い
う
の
は
も
と
も
と
海
洋
民
族
で
、
そ
れ
が

山
間
に
入
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
安
曇
野
に
は
仏
教
以
前
の
日
本
古
来
の

習
俗
や
考
え
方
、
自
然
観
が
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

稲
場
　
私
も
同
感
で
す
。
日
本
で
は
仏
教
は
神
道
と
習
合
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
「山
川
草
木
悉
皆
成
仏
」
と
言
っ
た
感
じ
で
す
ね
。
こ
の
辺
の

感
覚
と
仏
教
が
ど
う
結
び
付
く
の
か
、
問
題
で
し
ょ
う
ね
。

藤
森
　
安
曇
野
に
は
随
分
行
者
が
多
い
の
で
す
。
山
岳
地
帯
で
修
業
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
私
の
寺
に
も
同
じ
敷
地
と
お
ぼ
し
き
所
に
、
か
た

や
お
宮
が
あ
り
、
か
た
や
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
私
も
小
さ
い
頃
、
仏
教

と
神
道
が
さ
ほ
ど
違
っ
た
も
の
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
す
。
安
曇
野

は
そ
う
し
た
風
土
で
す
ね
。

多
田
　
日
本
の
仏
教
は
真
言
密
教
以
前
と
以
後
で
全
く
異
質
と
い
う
感

じ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
世
利
益
と
結
び
付
い
た
密
教
は
大
変
土
俗
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
仏
教
と
昔
の
そ
れ
と
で
は
大
変
異
質
で
、

昔
は
も
っ
と
エ
ネ
ル
ギ
ツ
シ
ュ
な
も
の
だ
っ
た
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

因
果
応
報
と
か
輪
廻
、
巡
り
巡
っ
て
結
局
自
分
の
所
に
戻
っ
て
来
る
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
中
道
と
い
う
の
が
出
て
来
る
。
こ
の
辺
り
が
重
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

熊
井

　

『易
行
」
は
親
鸞
が
説
い
た
わ
け
で
す
。
彼
に
よ
っ
て
関
東
に

も
こ
の
説
教
は
入
っ
て
い
ま
す
が
、
善
光
寺
の
協
力
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
易
行
で
は
妻
帯
も
許
す
わ
け
で
す
。
親
鶯
は
、
大
変
迫
害
を
受
け

ま
す
が
、
善
光
寺
は
そ
の
規
鶯
よ
り
前
か
ら
易
行
に
近
い
教
え
を
説
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

藤
森
　
親
鸞
は
流
さ
れ
た
越
後
か
ら
関
東
に
移
住
す
る
道
す
が
ら
善
光

寺
を
参
拝
し
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
彼
と
善
光
寺
と
は
何

等
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
想
像
出
来
ま
す
ね
。

西
村
　
「自
然
を
生
か
す
も
殺
す
も
人
間
だ
。」
と
い
う
点
、
同
感
で
す

が
、
そ
れ
で
は
そ
こ
か
ら
ど
う
す
る
の
か
。
こ
れ
が
私
達
の
統

一
課
題

で
す
ね
。

谷
口
　
大
変
面
白
く
、
い
ろ
い
ろ
思
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
整
理

が
つ
か
な
い
で
す
ね
。
藤
森
さ
ん
の
家
は
お
寺
で
す
が
、
勤
行
を
す
る

時
な
ど
今
で
も
斎
戒
沐
浴
を
さ
れ
る
の
で
す
か
。

藤
森
　
最
近
は
、
し
ま
せ
ん
ね
。

谷
回
　
水
は
ケ
ガ
レ
を
落
と
し
て
聖
と
な
る
儀
式
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
ね
。
今
の
よ
う
な
入
浴
方
式
が
日
本
で
最
初
に
出
来
た
の
は

お
寺
で
す
。
そ
れ
が
室
町
時
代
に
民
衆
に
お
風
呂
を
提
供
す
る
よ
う
に

な
り
、
江
戸
時
代
に
宗
教
を
離
れ
て
日
常
化
す
る
わ
け
で
す
。
私
は
仏

教
も
ケ
ガ
レ
を
嫌
う
も
の
と
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
ケ
ガ
レ
が
抽

象
化
し
て
不
純
を
嫌
う
よ
う
に
な
る
。
近
代
化
以
前
は
宗
教
の
本
音
と

人
間
の
生
活
が
本
音
で
結
び
付
い
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
近
代
化
と
と
も
に
建
前
が
出
て
来
て
、
本
音
と
建
前
を

使
い
分
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
建
前
と
本
音
の
乖
離

が
問
題
で
す
ね
。
仏
教
に
も
差
別
が
あ
っ
て
、
糾
弾
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
も
乖
離
の
結
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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藤
森
　
行
者
の
人
達
は
、
私
の
寺
の
井
戸
で
体
を
清
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
は
彼
等
は
自
身
の
修
業
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
と
感
じ
で
い

ま
す
。

谷
口
　
私
は
、
ケ
ガ
レ
が
蔓
延
し
て
来
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
徹
底
し

て
ケ
ガ
レ
の
中
に
踏
み
込
み
、
究
明
す
れ
ば
、
そ
の
奥
に
綺
麗
な
も
の

が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
こ
そ
ケ
ガ
レ
を
徹
底
し
て
追
求

す
る
こ
と
が
私
達
の
や
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

福
田
　
東
京
の
よ
う
な
場
合
、
現
在
の
下
水
道
の
シ
ス
テ
ム
が
無
批
判

に
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
穂
高
町
で
は

何
百
回
と
話
し
合
い
、
し
か
も
住
民
の
方
、
個
々
に
身
の
回
り
の
ケ
ガ

レ
を
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
出
発
し
て
、
ミ
ニ
下
水
道
シ
ス
テ

ム
が
出
来
た
。
で
す
か
ら
大
都
市
と
違

っ
た
シ
ス
テ
ム
が
出
来
る
こ
と

心
　
も
ま
た
当
然
と
言
え
ま
す
。
私
は
、
穂
高
町
の
シ
ス
テ
ム
が
た
ど
る
で

り枷
　
あ
ろ
う
将
来
に
期
待
を
繋
ぎ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

出
　
　
そ
れ
か
ら
宗
教
と
科
学
の
乖
離
と
い
う
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は

水
　
必
ず
し
も
そ
う
と
も
思
え
な
い
。
宗
教
は
科
学
的
で
な
か
っ
た
か
、
こ

設
　
れ
は
ま
だ
仮
説
で
す
が
、
そ
の
よ
う
に
も
思
え
る
わ
け
で
す
。
風
土
と

穂
　
時
代
で
宗
教
も
科
学
も
い
ろ
い
ろ
と
変
形
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん

話
　
な
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

親
　
多
田
　
宗
教
と
科
学
と
に
つ
い
て
は
私
も
同
感
で
す
。
昔
は
、
宗
教
は

↑
　
一つの科学
だ
った
のではな
いかと思
います。
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